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JILAFの活動内容紹介

－「現地支援事業」を中心に－

2009年10月9日 厚生労働省・国際協力シンポジウム
国際労働財団（JILAF） 現地支援グループ 鈴木 宏二

 １９８９年設立

 連合によって設立された国際協力組織

 設立時に連合（加盟産別）が基金を拠出

 非政府組織（ＮＧＯ）

 予算：約５億円（７０％がＯＤＡ、３０％が自主財源）

国際労働財団とは

招聘事業

現地支援事業

調査、広報、教育活動他

JILAFの主な事業

政

労 使
NICCJILAF

外務省

日本経団連連 合

JICA

厚労省

統計元：国税庁 平成19年 民間給与実態統計調査結果
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Our Counterparts 

in the Field Projects

 Bangladesh (ITUC-

BC)

 India(INTUC)

 Indonesia (CITU) 

 Mongolia (CMTU) 

 Nepal (NTUC-I)

 LAOS（LFTU)

 Pakistan (PWF)

 Philippines（TUCP）

 Thailand (ITUC-TC) 

 Vietnam (VGCL)

 East Timor(TLTUC)

 ITUC-AP

 China (ACFTU)*

JILAF
Trade Union

with initiative

Needs, Situation, 

Self-direction

Fund, Know-how,

Resource Person

Education and Social
Development Program

Proposal

Basic Concept of 

Field Project

Counterpart trade union can strengthen its

organization through developing self-reliance

The Field Project Programs

Workers’ Education Activities

 Industrial Relations and Employment 
Stability

 Leadership Training

 Organization  

 Collective Bargaining

 Occupational safety and health（POSITIVE）
Participation- Oriented Safety Improvements by Trade Union 
InitiatiVE
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労組基礎教育セミナー

新しくできた国、新しいナショナルセンターと新しくはじ
まった労働運動にとっては、「なぜ、労働組合が必要なの
か」「どのようにして自由にして民主的かつ自主的な労働
組合を組織するのか」「団体交渉の方法や労働協約の締
結方法」などの労働組合の基礎について、組織内での共
通認識を高めることが重要です。

セミナーでは、組織強化や組織固めを第一の目的とし
て、①労組の役割と必要性②組合規約③ビジョン・ミッ
ションと具体的な達成目標④組織体制⑤当面の課題⑥
女性委員会や青年委員会の活動紹介――等、基礎教育
中心の講義とグループ討議を中心に進められます。

組織化セミナー

新しい労働組合を作り、組合員を増やすことは、労働組
合にととって重要な活動のひとつです。

ベトナムでは法律により、すべての企業が労働組合を設
立することが義務づけられています。しかし、現実は労働
組合がない企業や、活動していない組合の実態があるこ
とから、企業の従業員や労働組合の組織化担当を対象に
組織化セミナーを開催しています。２００７年度のセミナー
では、ハノイ市郊外の工業団地にある日系企業の労働組
合役員などを対象に、日本の労使関係や組織化、組織強
化の経験を紹介しました。参加者が働く日系企業での労
使関係向上を目的に、企業を訪問するとともに、経営者に
対して労働組合結成や労働組合活動に対する理解と協
力を要請しました。

国によっては、男女という性の違いだけで、①希望の職種に就
けない②賃金に差がつく③職場で差別を受ける④男女平等に関
する法律がない――等の問題を抱えており、ジェンダー平等の概
念は、労働組合が果たすべき重要な課題のひとつです。

パキスタンでは、宗教上の理由もありますが、慣習的に女性は
外に出て働くべきではないという考えが根強く残っており、家事労
働や子どもの世話をする女性が大半を占めています。セミナーで
は、パキスタン労働者連盟（PWF）をカウンターパートとし、社会

や職場、家庭レベルで女性の抱える問題や女性が持つ権利と労
働組合の役割を学ぶ機会を提供し、参加者同士でジェンダー分
析を行います。今後、どのようにして課題解決をしていくのか論議
し、労働組合の組織強化にもつなげています。

女性セミナー
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児童労働撲滅のための
学校プロジェクト

 ILOの統計によると全世界では、５～１４歳までの１億６,

０００万人以上の子どもたちが児童労働に従事しており、
このうち約1億人はアジア太平洋地域で占められていま
す。JILAFは児童労働対策を推進するために、現地の
ナショナルセンターであるインド全国労働組合会議
（INTUC）、ネパール独立労働組合会議（NTUC－I）と
協働で非正規学校を運営し、児童労働に従事している
子どもたちに基礎的な教育を受ける機会を提供すると
ともに、公立学校への編入を進めています。この学校
プロジェクトでの卒業人数と公立学校への編入率はネ
パールで７,０１０人・８５％、インドで２９１人・８０％と
なっています。

Non-formal schools for child 

laborers in Nepal and India

マーカプール校卒業生
ジャガナダン・クマーリ

私の家は非常に貧しかったため、学校に通うこ
ともできず、オレンジ農場で働かされていました。
しかし、JILAFが支援しているマーカプール校
に通うことができ、農場で働かずに勉強するこ
とができました。JILAF校に通うことができな
かったら、私に教育を受ける機会は訪れなかっ
たと思います。
昨年は公立学校に編入することができました
が、JILAF校の先生の方が優しく、生徒が理解
するまで熱心に教えてくれます。私の将来の夢
は、JILAF校の教師になることです。
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バクタプール校教師
ラッチミ・ソバ・プラジャパティ

私がバクタプール校の教師を引き受けて10年の月日
が経過し、数多くの子どもたちがバクタプール校で
学び、卒業しました。卒業とは公立学校に編入させ
ることであり、卒業生たちは公立学校でも熱心に勉
強を続け、上級学年に進学しています。読み書き
のできなかった子どもたちが、はじめから公立学校
に通っていた生徒以上に優秀な成績を修めている
と報告された時が、教師の仕事を引き受けて良
かったと思える時です。開校当初は、地域社会か
ら信頼を得られず、公立学校に通うことのできない
子どもたちを集めることに大変苦労しましたが、今
では入学希望者が多く集まってきます。貧しく、公
立学校に通うことのできない子どもたちに教育の
機会を与えているJILAF校で教師をしていることを
誇りに思います。

（Participation-Oriented Safety Improvements

by Trade Union InitiatiVE）

POSITIVEプログラムとは

 労働組合主導の参加型労働安全衛生トレーニング

 “POSITIVE” な考え方

( 3つの良い点、3つの改善点を見つける）

 簡単で、低コスト、効果的な改善

 労働者、経営側が一体となって改善に取り組む

→良好な労使関係の構築を促進する

 良い改善事例を学ぶ

 トレーニングを受けた労働者が新たなトレーナーとなって、
改善活動の輪を広げる

１．職場の改善、労働災害の減尐
労組主導の労働安全衛生プログラムにより、経営者ではなく、労働者の視点から
現状にあった安全衛生活動をし、労働者やその家族を労働災害から守る。

２． 労使関係の改善
労働安全衛生の促進は労使双方の利益、お互いが協力することで、
労使間の対話の機会を増やし、関係の改善を図る。

３． 労働者の意識改革
労働者自身で考え、行動することにより、労働者の自信を高め意識改革を図る。

４． 労働組合の組織強化
共にプログラムに参加することにより、労働組合役員のネットワークを構築し、
非組合員へのトレーニングを通じ、労組の役割理解、組織結成、組合加入を促進

POSITIVEプログラムの目的
労働組合主導の参加型安全衛生向上プログラム

POSITIVEセミナーを開く準備 職場訪問、チェックリスト実習

POSITIVEプログラムの技術領域

(1) 物の運搬と移動
(2) ワークステーション
(3) 機械の安全
(4) 作業環境
(5) 福利厚生
(6) 環境保護

最終的な提案

フォローアップ活動

POSITIVEプログラムの流れ 作業改善アクションチェックリスト
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《技術領域１》
物の運搬と保管

《技術領域２》
ワークステーション

《技術領域３》
機械の安全

《技術領域４》
作業環境

《技術領域５》
福利厚生

《技術領域６》
環境保護

物の運搬と保管は、労働者
が容易かつ安全に物を運び、
不要な災害を防止する事
等を扱います。

良好なワークステーションは
生産性を向上に直結し、
労働者の筋骨格系障害を
予防します。

機械安全に関する適切な対
策と基準の導入は、労働者
を重篤な傷害から保護し、良
質の作業を確保します。

安全で健康的な職場環境を
確立するため、有害物管理
等の簡便で実際的な方法を
取り扱います。

トイレと洗面所等の衛生設
備、食堂・休憩室などは、
全ての労働者の基本的必
要条件です。

労働者は、廃棄物の分別容器
や、環境保護の基本的方法を
学ぶことで、職場からの環境
保護に貢献することができます。

POSITIVEプログラムで採用されている労働者の安全と健康に関する６つの技術領域  現場改善の実績に学ぶ年代別
参加型安全保健プログラムの進展

1988 1994 2000 2006

労働安全衛生マネジメントシステムにおける参加型アプローチの応用

小企業WISE (Work Improvement in Small Enterprises)方式

農業WIND (Work Improvement in Neighborhood Development)方式

労組POSITIVE (Participation-Oriented Safety Improvement by Trade Union Initiative)

- Japan, Malaysia, Philippines, Thailand, Vietnam…

- Philippines, Thailand, Vietnam, Laos, …

- Vietnam, Thailand, Philippines, …

- Pakistan, Bangladesh, Mongolia, Nepal, China

医療従事者の安全保健課題への取り組み

- Japan, Malaysia, Thailand, Vietnam…

大規模プラントにおける安全リスクマネジメント，教育研修

- Japan, China, Russia, Vietnam…

組織名 組合員数 実施期間 参加者数 トレーナー数

フィリピン
TUCP（＋ILO）

48万人 94年度～
13年間

1,677 101

バングラディシュ
ITUC-BC

58万人 96年度～
11年間

5,437 327

モンゴル
CMTU 45万人 98年度～

9年間
1,186 36

パキスタン
PWF 88万人 94～04年度

11年間
10,279 569

ネパール
NTUC-I 14万人 00年度～

7年間
3,044 259

タイ
LCT 2.5万人 99～02年度

4年間
1,323 －

中国
ACFTU 1億200万人 02～06年度

5年間
201

（44,074)
163

ベトナム
VGCL 520万人 04年度～

3年間
319 46

インドネシア
CITU（＋ILO) 51万人 05年度～

2年間
197 150

合 計 JILAF支援 により育成 23,663 1,651

各組織別参加者数・トレーナー数（2009年3月現在）

２００４年度

日本人専門家
新コアトレーナー24名
（ハノイ12+HCM12）

新トレーナー50名
（ハノイ25+HCM25）

シニア（Experienced）
コアトレーナー24名

新コアトレーナー24名
（ハノイ12+HCM12）

新トレーナー50名
（ハノイ25+HCM25）

選抜

シニア（Experienced）
コアトレーナー48名

新トレーナー100名
（25×4地域）

新コトレーナー48名
（12×4地域）

育 成

育 成

・ハノイ 25名

・ﾎｰﾁﾐﾝ 25名

・ハノイ 50名 (12)＊

・ﾎｰﾁﾐﾝ 50名 (12) 

・ハノイ 75名 (24)

・ﾎｰﾁﾐﾝ 75名 (24) 

・ﾊｲﾌｫﾝ 25名 (12)

・ダナン 25名 (12)

・ドンナイ 25名 (12)

・ﾋﾞﾝｽﾞｫﾝ 25名 (12)

新トレーナー100名

育 成 育 成

選抜

選抜

選抜

選抜

新トレーナー50名
（ハノイ25+HCM25）

日本人専門家

＜育成されたトレーナー総数＞ ＊（ ）内：コアトレーナー

・ハノイ 75名 (24)

・ﾎｰﾁﾐﾝ 75名 (24)

育 成 育 成

２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 ２００８年度

・ハノイ 75名 (24)

・ﾎｰﾁﾐﾝ 75名 (24) 

・ﾊｲﾌｫﾝ 50名 (12)

・ダナン 50名 (12)

・ドンナイ 50名 (12)

・ﾋﾞﾝｽﾞｫﾝ 50名 (12)

育 成 育 成

POSITIVEトレーナー / コアトレーナー育成の流れ

Before After

ベトナムにおける改善事例

技術領域：物の運搬と保管
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Before After

ベトナムにおける改善事例

技術領域：物の運搬と保管

Before After

ベトナムにおける改善事例

技術領域：作業環境

Before After

ベトナムにおける改善事例

技術領域：環境保護


